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2004年４月 17日(土) 定例研究会報告 
テーマ： 需要の飽和と構造変化をともなう成長モデルと実証研究 
報告者： 松前龍宜（東京工業大学大学院） 
時 間： 午後３時～午後６時 30分 
場 所： 神田校舎１号館７B会議室 
報告内容概略： 
 RBC をはじめとした新古典派成長モデルおよびその実証研究に対して、成長の停滞の
理由は TFPではなく需要の停滞にあるのではないか、成長の源泉は部門間の成長率格差
にあるのではないか、という問題意識から出発し、関連論文の検討の上で、需要の飽和
と構造変化を伴う成長モデル(Aoki/Yoshikawa(2003))と、経済成長には財・セクターの
所得シェアの変化（構造変化）がともなうこと，および非代替的な財・セクターの創出
が消費需要にプラスの影響をもたらすという実証研究を紹介。また、Andersen（2001）
による Pasinetti（1993）のスキームの拡張と数値例を紹介し，そのインプリケーショ
ンを過去の実証研究を基に検討・拡張、後発になればなるほど速いテンポでプロダクト
イノベーションが生じなければならないという必要条件を確認した。MAS においてデー
タ接地をいかに確保するかは進化経済学会でもホットな話題であるが、その１つの方向
を示す報告であった。 
 
 
2004年５月 29日(土) 定例研究会報告 
テーマ： アメリカの田園都市ラドバーン訪問記 
報告者： 黒田彰三（本学経済学部教授） 
時 間： 午後１時半～午後４時 
場 所： 神田ゼミ 56教室 
出席者： 黒沢眞里子、福島義和、マルコ・アマティ、坂井文 
報告内容概略： 
 イギリス発祥の田園都市がアメリカに伝播されたときの変化を見る事がラドバーン訪
問の主目的である。 
 これまでに数回訪問している英国の田園都市「レッチワース」と「ウェリンガーデン
シティ」のスライドと今回訪問したラドバーンのスライドを示しながら説明した。 
 ラドバーンはアメリカでの田園都市建設を目指した都市だが、大恐慌の影響で規模が
縮小され、アメリカ社会特有の多民族社会問題解決の手段として「近隣住区論」が提案
され、それが実践に移された場所として有名であるとともに、自動車社会への対応とし
－ 15 － 
ての「歩車分離方式」と小学校への子供の通学路が公園・道路と住居の内部の配置の工
夫によって安全を確保する企てがなされていることでも有名である。 
 さらに英国の田園都市とは異なる土地所有のあり方の差、環境維持のための規制の方
法の差について報告した。 
 これらに関連して「近隣住区論」の考えを取り入れて設計・建設された日本のニュー
タウンも紹介した。                     （文責・黒田彰三） 
 
 
2004年６月１日(火) 定例研究会報告 
テーマ： 黒瀬直宏「温州産業の原蓄過程」をめぐって 
報告者： 内田 弘（本学経済学部教授）・黒瀬直宏（本学商学部教授） 
時 間： 午後４時～６時 
場 所： M842教室 
報告内容概略： 
 上記のように、グループ研究「現代中国の経済発展とその歴史理論的意義」の研究会
が定例研究会と共催で開かれた。まず、内田弘所員から報告「黒瀬直宏『温州産業の原
蓄過程』をめぐって」が行われた。黒瀬論文(『三田学会雑誌』2004年 1月)が、浙江省
温州に焦点を当てつつ、現代中国の経済発展を「原蓄過程」と規定したことに注目し、
温州人が温州と中国内外との間に「場面情報 spot information」」のネットワークを構
築し、それを通じて温州に「商業資本と家族経営」から「資本＝賃労働関係」が生成し
ている過程を分析しているが、その生成パターンはマルクス『資本論』の原蓄論と、独
立生産者の局地的・一時的な「黄金時代」を除けば、基本的に同じであることを指摘し
た。温州の発展パターンは、西口敏宏一橋大学教授によって複雑系研究者 Dunkan Watts
のいう‘small worlds network’(すわなち、報告者なりにいいかえれば、一定地域の産
業連関が遠方の市場とリンクしていて、組織的に安定的でしかも発展可能性をもつ「内
＝外連結システム」)と同型であることが指摘されていること(日経 2004.4.21朝刊)に論
及した。しかも、small worlds network は、(1) 現代中国の経済開発戦略モデルとなっ
ている「輸出加工区」の「後方連関効果」が起点になって当該地域に生成する経済圏や、
(2) 13 世紀ノーフォクとヨーロッパ大陸との関連や、(3)『ドイツ・イデオロギー』の
原蓄論に見出せることを指摘した。ついで、ゲストスピーカー黒瀬所員が内田報告にた
いしてコメントし、さらに黒瀬論文をめぐって質疑応答と討論が展開された。中国の内
部と外部という区別はグローバル経済の現代では有効ではないとの見解とともに、外部
の多国籍企業の「資金と技術」は中国国家が供給する内部の「安価な土地と安価な労働
力」と接合可能であるという指摘がおこなわれ、温州人のエートス的特性とはなにかを
めぐる比較史的検討の必要などについて議論された(文責・内田弘)。 
 
